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イ）航 空機 との衝 突

航 空機 との衝 突 につ いて は、現石 垣 空港 にお いて は職 員 が車 両 で巡 回す るな どの鳥

衝 突 防 止 対 策 が と られ てお り、新 空 港 に お い て も同 様 の 対 策 が 講 じ られ る こ とか ら、

個 体 群 の 減 少 に つ な が る よ うな 頻 繁 な 衝 突 が 生 じる もの で は な い と考 え られ る。

ま た 、 供 用 後 も空 港 周 辺 を利 用 す る と考 え られ るチ ュ ウ サ ギ に つ い て は 、 事 業 実 施

区域周 辺 に広 く生 息 してい る もの と考 え られ 、重要 な種 の生 息 状 況 に及 ぼす環 境影響

は極 めて小 さく、環 境影響 の程度 は低減 されて いる。

③飛行場の施設 の供用

ア）空 港利用 車両 の走行 に よる騒音

重 要 な鳥類 の繁殖 地 点 にお け る空港 利 用車 両 の走行 によ る騒 音 レベ ル は、注意 した

ほ うが 無 難 で あ る と した 6 0d B を大 幅 に 下 回 っ て お り、 空 港 利 用 車 両 の 走 行 に よ る騒 音

が 重要 な種 の生 息状況 に及 ぼす環境影 響 の程 度 は極 めて小 さ く、環境 影響 の程 度は低

減 され て い る。

イ）照 明施設 の設置

航 空 障害灯 につい ては夜 間 に点灯 され るが、 これ は波長 の長 い赤 色灯 で あ り、昆 虫

類 の 一 般 的 な 生 態 と して 、波 長 の長 い 赤 色 は 見 え な い こ とが 知 られ て い る こ とか ら、

重 要 な種 の生息状況 に及 ぼす 影響 は極 めて小 さい と判 断 され る。 進 入灯 及びエ プ ロン

照明 につ いては、空 港照 明の運用時 間 は現空 港 同様 に 2 1時 まで を想 定 してい るこ とか

ら、影 響 の ある時 間は短 く、重要 な種 の生 息状況 に及 ぼす 影響 は極 めて小 さい と判断

され る。駐 車場等 の外灯 につい ては、事 業 の計画検討 に 当たっ て講 じた環境保 全配慮

と して 、「光 害 対 策 ガ イ ドラ イ ン」 に 準 拠 し、 誘 虫 性 が低 く、 漏 洩 光 を抑 制 し、 指 向

性 等 を 考 慮 した 照 明器 具 を使 用 す る こ と と して お り、 さ ら に 現 空 港 同様 に夜 間 は22時

頃ま で の点 灯 となる こ とか ら重要 な種 の生 息状況 に及 ぼす影響 は極 めて小 さく、環境

影 響 の程度 は低 減 されて い る。

ウ）空 港 利 用 車 両 に よ る ロー ドキル 等

空 港利用 車両 に よるロー ドキル等 につ いて は、現況 にお いて は重 要 な種 の ロー ドキ

ル は確 認 されてお らず 、事 業 の計画 検討 に 当た り講 じた環境 保 全 配慮 として、動物 の

横 断 につ いて の注意 看板 を設置す る こ とな どか ら、重要 な種 の生 息状 況 に及 ぼす衆境

影 響 の程 度 は極 め て小 さい。 また 、側 溝 へ の転 落 につ い て は 、 供 用 後 は現 況 の 国道

39 0 号 と同 様 の 側 溝 が 設 置 され る こ とか ら新 た な影 響 が 生 じる も の で は な く 、 凍 境 影

響 の程度 は極 めて小 さい。 以上 の こ とか ら、環境影響 の程 度 は低 減 され てい る。

2 ） 国又 は地方公共 団体 に よる環境保 全 の基準 又 は 目標 との整 合 性 に係 る評 価

（1）環 境保全 の基準 又 は 目標

沖縄県衆 境基本 計画 の中 の 「事業別 環境 配慮 指針」 として 「飛 行場 の設 置又 は変更

の事 業 」 にお・いて、「そ の他 、当該 事 業 の実施 に 当た り、周 辺環 境 へ の影 響 につ い て

把握 し、・環境 への影響 を最小 限 に とどめ るよ う十分配 慮す る」怒 記載 され てお り、 こ
‘ヽヽ

れ を環境 保全 の基 準又 は 目標 とす る。
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